
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     ) ・漁港施設において、計画期間内での事業期間を2年延長する。

     令和８年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  )

　　 有りの場合の増減額　　　　　　　　　　　　千円

指標
総数

達成
数

2 0

第三者との協議に時間を要したため、当初計画に対し、目標を達成できていない。

事業の進捗状況に関する評価

年毎の漁獲量の変動は大きいが、令和5年度は目標値を上回っている。引き続き事業を進めることで、
漁業活動の安全・安全性を向上させ、安定した漁獲量の確保を目指す。

420.6ｔ

●港湾施設
　・なし
●漁港施設
　・事業期間　令和４年度～令和８年度→令和１０年度

⑦今後の方針等に対する
対応

⑥今後の方針等

③評価方法 学識経験者等及び漁協組合に意見を求め、中間目標値の実現状況に関する評価・検討を行った。

④中間評価の公表方法 大分県のホームページに掲載予定

⑤計画全体の総合評価
本地域再生計画は、港湾施設、漁港施設を一体的に整備することにより、漁業就業者の就労環境の改善や出漁機会の安定・増加を図り、もって、地元特産の水産物供給の安定化や地元での消費促進等の取り組みを進めることで、基幹産業
である水産業における生産性の維持や地域内における集客力の維持を通じて、臼杵地域の活性化を図る。

中間評価結果の反映状況

漁業関係者、市民代表、行政機関による協議会にて、フェアやキャンペーンを実施し臼杵産魚のブランド化を目指すとともに臼杵産魚介類の消費拡大、漁業者の所得向上を図れ
る。

港湾機能施設整備事業 駐車場整備
係留施設の背後を埋め立てて駐車場等の整備を行い、係留施設と一般的なフェリーターミナルとして交流拠点機能の向上を図るとともに、災害時は緊急物資の荷さばきを行う防
災拠点として利用される。

廃校となった小中学校を再利用し、アワビ養殖や農産物直売所の設置や地域興しの一環として、鯉のぼりの掲揚など多くのイベントを実施することで、地域の活力向上を図れる。

臼杵市漁業担い手育成交付金事業
漁業就業初期段階における資金給付
事業

磯端会議

整備量（その他の事業では取組内容）

計画
中間年度
（R6）

地魚消費拡大の為のフェアやキャン
ペーンの実施

計画外で独自に実施し
た事業

廃校となった小中学校の有効利用

うすき海のほんまもん漁業推進協議
会事業

L=128ｍ

緑地
A=3.1ha
防波堤

×

特別措置を適用して行
う事業

港湾事業
岸壁L=140m

防波堤
L=80m

緑地A=3.1ha

その他の事業

最終実績
見込み

②事業の進捗状況 事業名

計画通り、実施。
漁港整備事業
防波堤

L=0ｍ L=128ｍ

×
漁港整備事業について、R7年度より現地着手であり、整備が進めば漁業就業環境の改善や安全性の向
上など一定の事業効果は発現され、効果が期待できるため、毎年の経過を確認する。

目標２ 臼杵魚市場取扱量の増加 420.6ｔ R2 420.6ｔ R6 406.7ｔ R8

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度

最終目標値
中間評価 達成状況

8人 19人R2 15人①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

地域再生計画の目標
基準値 中間目標値

R6 R8

地域再生計画（地方創生港整備推進交付金）中間評価調書

大分県 大分県、臼杵市 臼杵地域の観光や産業活動を支えるみなとづくり計画

R4～R8 大分県土木建築部港湾課長　山口甲一郎、大分県農林水産部漁港漁村整備課長　平川尚人

目標１ 漁業の新規担い手数の増加 8人

新たに漁業を開始する方が円滑に漁業に従事できるよう、就業初期段階における資金の給付を行うことにより、漁業就業と定着を図り、将来の水産業を担う人材の確保・育成を
図れる。

省燃油活動推進事業
大分県漁業協同組合が策定する「浜の活
力再生プラン」に基づき「省燃油活動推
進事業」を活用する

「省燃油活動推進事業」を活用し、操業コスト縮減による所得の向上を達成させ、地元の基幹産業である水産業の活力向上が図れる。

漁業振興対策事業
大分県漁業協同組合が種苗放流を行
う

種苗放流を行い、漁獲資源の増大を図り、漁民の所得向上を達成させることで、漁業の活力向上が図れる。


